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お知らせ

吹 田分室 のヘ リウム

液化装置の更新 について

低 温セ ソター

ご承 知 の方 も多 いか と存 じます が、平 成7年 度 の特 別設 備 費 に おいて低 温 セ ソター吹 田分室 のヘ リウ

ム液化 装 置 の更新 が認 め られ ま した。 これ まで 吹 田分 室 で は、年 々増 加 す る吹 田地 区 におけ る液体 ヘ リ

ウム需 要 に対 し液 化機 ・圧 縮 機 の改 造 、蛋 自質研 究所 の液 化 装 置の利 用 な どに よ り対 処 して まい りま し

たが 、液化 シ ステ ム 自体 の能 力 が低 か った ため慢 性的 な供 給 不足 の状 態 が続 いて お りま した。 そ こで 、

平 成4年 度 に豊 中分 室 にお け る液 化 装置 の更 新 が行 われ た のに引 き続 く形 で 、吹 田分 室 の液化 装 置更 新

に関 す る概 算 要求 に着 手 し、液化 ヘ リウム供給 体 制 の強化 を 目指 して参 りま した。 お かげ さまで 、豊 中

分 室 か らわず か3年 とい う短 期 間の うちに 、吹 田分室 も液 化装 置 更新 の運 び とな りま した。 これ は ひ と

えに、 金森 総長 並 び に事務 局 お よび理 学部 ・工学 部事 務部 の方 々の ご理解 と ご尽 力 の おかげ と感謝 いた

して お ります。 また 、文部 省 に対 しま して も格 段 の配 慮 を賜 わ しま した こ とを厚 くお礼 申 し上 げ ます。

新装 置 は、吹 田分室 に26年 前 に設置 された液 化 装置 の後 継機 と して 導入 され、 今後10年 以上 にわた っ

て吹 田地 区 の液体 ヘ リウム需 要 に対 応 で き るよ うに計 画 され て い ます。 液 化 能力 は 毎時125リ ッ トル と

現 在 の システ ム の5倍 以上 の性 能 を有 し、一度 に数 百 リッ トル とい う大量 の液 体 ヘ リウムを消 費す る実

験 に も対 応 可能 とな ります 。 ま た、液化 シ ステ ムの変 更 に伴 って 、液体 窒素 タ ソク も現 在 の容量3ト ン

か ら10ト ソの もの に置 き換 え る こ とにな ります 。

なお 、本装 置 更新 に伴 う工 事 によ りま して、利 用 者並 び に吹 田分 室周辺 の学科 ・セ ソターの皆 さ ま方

には何 か と ご迷 惑 をお掛 け す る こ とにな ります 。大 型 ヘ リウム液化 室 が約半 年 間 にわ た り工 事 の ため使

用 で きな くな るた め、小 口供 給 を暫 く休 止 せ ざ るを得 な くな ります。 また 、工事 が大規模 な もの とな る

た め、作 業用 車 両 や資材 置場 と して、 吹 田分室 北側 の駐 車場 を使 用 す る こと にな ります。 大 変 ご迷惑 を

お掛 け致 します が 、何卒 ご理 解 の 上、 ご協 力下 さい ます よ う宜 しくお願 い致 します 。工 事期 間 中 のセ ン

ター業務 及 び詳 細 な工事 スケ ジ ュール につ きま しては 、次号 の 「低 温 セ ン ター だ よ り」 に てお知 らせ致

します。

こ の件 に 関 す る お 問 い 合 わ せ 先:

低 温 セ ン タ ー 吹 田 分 室

電 話:内 線3965(学 外 か ら は06-879一 一7985)

フ ァ ク シ ミ リ:内 線7986(学 外 か ら は06一879-7986)

電 子 メ ー ル:liquefier@ltc.osaka-u.ac.jp

液 化装置更新 に関 しま しては、ODINS(イ ソター ネ ッ ト)上 に開設 してい るWWWホ ー ムペー ジ(http://www.

ltc.osaka-u.ac.jp/suita/1iquefier/)に お いて情報提 供 を行 ってい ます。最新 の詳 しい情報 はこち らを ご覧下 さい。
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